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京葉コンビナー ト人材育成教育と京葉人材育成会

(一社)京葉人材育成会 会長  中村 昌允

1.|ま じめに

化学コンビナー ト各社は熟練技能者 (ベテラン)か ら若手への世代交代が進んでおり、
ベテランの技術・技能の継承、そして主要設備の経年化による維持管理並びに設備更新時

の変更管理が大きな課題になっている。

経済産業省は平成 17年に「産学連携製造中核人材育成事業」を立ち上げた。化学コン

ビナー ト関係では、岡山県の社団法人 「山陽技術振興会」による「コンビナー ト製造現場

中核人財 (高度運転・安全関連)育成事業」と、千葉県の財団法人 「千葉県産業振興セン

ター」による「京葉臨海コンビナー トの安全管理の確立とオペレーターの早期育成を図る

中核人材育成事業」の二件の事業が採択された。
コンビナー ト人材育成講座は、本来、山陽技術振興会のように、コンビナー ト各社の企

業連合によって運営すべきであるが、当時、京葉コンビナー ト地区にはそのような組織が

なかった。そこで千葉県産業振興センターが、千葉県商工労働部の支援の下に、2008
年より京葉臨海コンビナー ト人材育成講座 (以下、京葉人材育成講座)を開設した。

京葉人材育成講座の狙いは下記の4点である。

(1)プラントのメンテナンス・安全管理業務の高度化

(2)高効率 。低コス ト生産への対応

(3)重大事故の防止・大規模災害時の危機管理

(4)次世代オペレーターの育成

開設当初の受講者数は200名強であったが、千葉県産業振興センターのご尽力により

カリキュラム数の増強等によって、2019年 度には500名近くの受講者数にまで発展

し、ほぼ自立化できる可能性が出てきた。

そこで、京葉コンビナー ト各社の企業連合による自主的な組織として、2021年 12
月に一般社団法人 「京葉人材育成会」を設立し、千葉県商工労働部並びに千葉県産業振興

センター、千葉大学、千葉工業大学のご了解を得て、2023年 度より京業人材育成講座

を全面的に弓|き 継ぐことになった。

表 1に京葉人材育成講座のカリキュラム並びに受講者数、図 1に京葉人材育成講座の受

講者数の推移を示すが、京葉人材育成講座は、カリキュラム数ならびに受講者数共に、山

陽技術振興会の約 3分の 1の規模である。なお、2020年 度、2021年 度はコロナ禍

の影響で受講者数が減少した。

これから本格的に京葉人材育成講座を運営していくにあたり、京葉人材育成会の設立経

緯と京葉人材育成会が目指す人材育成について述べてみたい。
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科目名 開催

回数

受講者

(人)

Al 安全感性

向上講座

入門 :入社 3年までの

若手オペレーター

1日 8回 147

一般 :安全体験未経験者 1日 1回

A2 製造現場 トレーナーの育成 2日 2回 26

A3 プラントの保安と故障の早期発見 3日 2回 39

A4 チームリーダーの育成 3日 4回 71

A4+ 円滑なチーム運営力育成 1日 2回 36

A5 製造現場の安全と責任 2日 4回 40

Sl(旧 A6) 化学プラント事故の防止実践講座① 2日 2回 54

S2(旧 A7) 化学プラント事故の防止実践講座② 2日 1回 20

S3 化学プラント事故の防止実践講座③ 1日 1回 13

S4 これからの安全と現場の管理職の役割 1日 1回 14

これからの安全とトップ層の役割 半 日 1回 14

合計 474

表 1 京葉人材育成講座のカリキュラム並びに受講者数 (2019年度)

2008～2021年度 受講申込者数と受講者派遣企業数の推移 〔A・ Sコース〕
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図 1 京葉人材育成講座受講者数の推移
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2.(―社)京葉人材育成会の概要

(1)設 立の経緯

京葉人材育成講座の受講企業は、表 2に示すように 3つに区分される。

表 2 京葉人材育成講座の受講企業の構成

A B C

特徴 京葉コンビナー ト 。A,B以 外の

京葉地区企業
。他地区からの

参加

自社に研修施設・

研修プログラムを有す

る。 (自 前で教育できる)

自社施設・プログラムでは

不十分なところがあるので、

京葉人材育成講座を

社内教育の一環として利用

企業 饉光興産

住友化学

丸善石油化学

三井化学

AGC,デ ンカ、富士石油

ENEOSマ テリアル

UBEエ ラス トマー

JNC石油化学, 国産化学
コスモ石油、DIC
合同資77原、ライオン

日本曹達、日本製鉄

市原消防局、アヅマ

三菱瓦斯化学

日本触媒

昭和電工、信越化学

自走化するには、京葉コンビナー ト各社が「企業連合によって人材育成事業に取り組む

こと」に合意していただくことが必須条件である。特に、コンビナー トの中核企業である

Aグループ4社に京葉人材育成会の幹事企業として支えていただくことが必要である。

また、ここまで京葉人材育成講座を運営し発展させていただいた千葉県並びに千葉県産

業振興センターのご了承が必要である。

Aグループ各社の事業所 トップに相談したところ、自社の人材育成という観点では「京

葉人材育成会」は必ずしも必要ではないが、コンビナー ト事業は各社の連携によつて成 り

立っており、その中核企業の責111と して、地域 。社会貢献の立場からもご支援いただける

ことになった。

Bグループ各社の事業所 トップからは、京葉人材育成講座を自社の教育カリキュラム

の一環として取 り入れているので、運営主体が千葉県産業振興センターから京葉人材育

成会に変わったとしても、これまでと向様にご支援いただけることの了解をいただいた。

そこで、千葉県産業振興センターならびに千葉県商工労働部に、コンビナー ト各社の企

業連合として自走化する組織を作る計画について相談したところ、本来、コンビナー トの

各社が主体となって実施する方が良いので、京葉人材育成会が発足することのご了承を

いただくとともに、現在、京葉人材育成講座で使用している教材をそのまま譲 り受けるこ

とになった。

また、地元自治体である市原市、ネ由ケ浦市からも京葉人材育成会の計画について、ご支

援をいただくことの了解をいただいた。

京葉人材育成会の発足にあたっての準備は、Aグループ4社からなる幹事会の下で、設

立事務グループ、研修コンテンツ検討グループ、企業等外部関係折衝グループの 3つの検

討グループの下で行われた。

2021年 12月 7日 に、一般社団法人「京葉人材育成会」を立ち上げた。

会長は東京工業大学中村昌允特任教授、副会長は丸善石油化学 (株)大木健史工場長 (副

会長はAグループ4社の事業所長に交代で務めていただく)、 専務理事は出光興産 (株)の
大友仁二氏、三井化学側の木原敏秀氏、理事及び監事は、Aグループ4社の環境安全部長が
務めることになった。
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(2) 教育カリキュラムについて

当初は、千葉県産業振興センターの下で運営されている教育カリキュラムをそのまま引

き継いでいく。コンビナー ト各社からは、カーボンニュー トラルなど新たな社会環境の変

化に対応できる人材の育成、安全に関する基礎知識の充実、関係会社の人材育成等の教育

を要請されており、表 3に示すように、順次、カリキュラムを充実させていく。

今後追加予定のカリキュラムは、表中に斜め太字で示す。

表 3 教育カリキュラム構成

コンセプ ト 内容

1 感性 安全感性向上 初級 (入社 3年までの若手オペ レーター)

θ～σ夕1夕
・

ノインだ (21だ、グ奏、課虔ソ

2 基礎矢目識 ″質安全の選僣 ′燃1房θ
=蒸

薫、危́庚猛評″方騰、静雷寃

″ じん:爆秀 攀

″学工学のI基1魔
｀

物質次:支・勲荻:支、あ動、:産熱‐、.分,″

反が工学  等

ガ働安全の基魔 ′危:段'テタ α]グ 、若雰ι解参

どヤノノヽッハ″奮涯勁 等

ノυをメ」庭:会 ノスク/をメメンメ、ルlZlν、月鷺 ガ爾

動α4`筆

ノンンハ

.夕詮炭虜′

本質酌安全、インタ~タンク、多重|″″

安全評髪 争

事故防止 化学プラントの事故事優に基づく原因解析と

対策立案

3 +十圭三
1又 I私 製造現場 トレーナーの育成

プラン ト保安と故障の早蟻発見

チームリーダーの育成と円滑なチーム運営力

製造現場の安全と責任

4 人間工学 どューマンノァクターと″1蒻:災書防墾 √どューマンエノータ:壼ノ

5 関係会社教育 奥:遊業死方窟多の考え方と期1葬、́安全笏笙蟹燿燃″と作業者潟7の

道務調整

6 管理者層教育 これからの安全と現場の管理職の役割

7 経営 トップ層 これからの安全マネジメン トとトップ層の役割

これからのを分鯛舅
:の
変をとをグ産:業

こンターが
｀
ンニューハクルなとツ

8 その催 安全文を、夜笏者稔:留
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(3)京葉人材育成会の課題

まずは、千葉県産業振興センターから円滑に「京葉人材育成講座」を引き継ぎ、研修カ

リキュラムを一層充実することにより、受講者数を増力置し、事業の健全化を図る。表 4に

京葉人材育成会の課題を示す。

表4 東葉人材育成会の課題

今、石油・化学業界は、コモディティからスペシャリティヘの製品転換と、カーボンニ

ュー トラルなどの大きな社会環境の変化を受けて、かつて 1970年 代に石油化学が勃興

した時と同様な大きな変革期に来ている。

技術には、各企業に共通となる基盤技術と、個々の企業が新たな事業分野に踏み出す新

規技術開発とがある。

京葉人材育成会は、共通となる安全基盤技術を教育する組織として、コンビナー トの中

核人材の育成に努め、併せて、各企業が連携する際のプラットホームの役割も果たしてい

くことによつて、京葉コンビナー トの一層の発展に寄与したい。

ご安全に !

1.白 走化に向けた

財政基盤の確立

。研修講座数並びに内容を充実して、受講者数を増力目する。

第 一 STEP   500人 、 第 二 STEP 700人

第三STEP l,000人
。研修施設、研修会場の確保

2.事務所体制の整備 ・事務所並びに必要機材の確保
。広報、PR活動

3.研修カリキュラムの

充実

・安全基礎講座 :物質安全、化学工学、労働安全、

プロセス安全、プラントの安全設計
。経営 トップ層、管理者層教育の充実
。関係会社教育
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